
学校給食だより     秋田っ子給食  NO－５６７ 

公益財団法人秋田県学校給食会 

２６校提供へ 食育献立１０周年 大館食材 たっぷり給食 

   

 

大館市で地元産の食材をふんだ

んに使った年１回の「大館ワンだふ

る給食」が始まった。市教育研究会

栄養部会の栄養士が統一献立を考

案する食育の取り組みで、今年で１

０周年。よりすぐりのベストメニュー

といい、小中学校など全２６校で３

０日まで順次提供される。  

 

桂城小（児童数２１２人）では１９日、各教室で給食当番が配膳後、

メニューの紹介や食材に関するクイズがモニターで上映された。 

 

希少なブランド肉「大館さくら豚」と枝豆の丼、いものこ汁、畑の

キャビアと呼ばれる伝統野菜とんぶりといぶりがっこ入りのマヨネ

ーズサラダ、県産米のタルトなどが机に並ぶと、待ちわびた児童ら

は一斉に「いただきます」と声を上げた。 

 

６年生の虻川優晟君（１１）は「ご飯をいつも大盛りにして完食して

いる。さくら豚の丼はとってもおいしい」と話した。 

 （令和８年１０月２1 日(水) 読売新聞より一部抜粋) 


